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一
首
目
、
ナ
ー
ス
は
患
者
に
と
っ
て
は
待
ち
わ
び
た
存
在
で
、

夜
の
静
ま
り
返
っ
た
廊
を
近
付
く
か
そ
や
か
な
足
音
に
鋭
く
神

経
が
注
が
れ
て
お
り
、比
喩
も
効
い
て
入
院
中
の
寂
し
い
心
境
を
伝
え
る
。

四
句
切
れ
に
し
て
「
ご
と
し
」
と
終
止
形
に
。
二
首
目
、
下
の
句
に
老
境

の
妖
し
さ
が
あ
り
、
我
と
我
が
妖
し
さ
を
怪
訝
に
思
う
作
者
。
そ
の
客
観

性
に
ペ
ー
ソ
ス
が
あ
る
。
三
首
目
、
朝
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
歩
調
が
寒
さ

の
た
め
に
日
ご
と
に
速
く
な
る
。そ
れ
で
も
作
者
は
心
地
よ
い
の
だ
ろ
う
。

下
の
句
に
独
自
の
表
現
を
得
て
体
感
と
臨
場
感
を
出
し
た
。

呪
文
で
す
だ
って
と
も
う
の
く
り
返
し

遠
い
耳
時
と
場
合
で
使
い
分
け

ハ
ン
カ
チ
に
包
み
き
れ
な
い
笑
い
声

焼
き
餅
を
焼
い
て
エ
ス
テ
に
ママ
は
行
く

主
婦
寄
れ
ば
う
わ
さ
話
に
花
が
咲
く

八
方
に
拡
げ
た
だ
け
の
お
付
き
合
い

成
り
行
き
で
持
っ
た
荷
物
が
重
過
ぎ
る

嘆
く
ま
い
一
冬
ご
と
の
し
わ
の
数

喜
び
は
淋
し
さ
に
に
て
匂
い
す
る
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十
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兄
送
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来
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新
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十
キ
ロ
戦
後
の
貧
し
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今
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忘
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溺
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ゐ
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今年一年の豊作を祈って「高津のハツカビシャ」

２月18日㈰までくらしのうつりかわり展

歴史や文化を手に取る楽しさ
八千代ふるさとかるたで遊びました

きれいな花が咲きますように
バラの剪

せ ん

定と植え替えの講習

八千代市初の女子プロ野球選手に御山真
ま

悠
ゆ

さんが

　１月19日、総合生涯学習プラザで環境緑化公社主催の緑の講
習会「バラの剪定と植え替え」が開かれました。講師は、バラ
のプロフェッショナルであるやちよ京成バラ園の大川原清光さ
ん。バラの植え替えに最適な時期や、剪定する時の注意点など
について、一般的なバラの育て方とは違う、何年も研究を重ね
て得た知識を伝授しました。
　剪定の実技で
は、枝を太さや生
え方によって「会
長」、「社長」など
に見立て、「社長を
支える存在の枝が
周りに必要なんで
すよ」と枝を切っ
ていくポイントを
わかりやすくレク
チャーしました。

　「オビシャ」として伝わる行事、「高津のハツカビシャ」
が、今年も１月20日に高津比

ひ め

咩神社で行われました。「甲」、
「乙」、「ナシ（ム）」と描かれた的に氏子が13本の矢を放って、一

年の吉兆を占い、豊作を祈願
する神事です。起源は定かで
はないものの、300年以上前か
ら存在したという記録があり
ます。　
　弓を射た後は、「オトウウ
ケトリ」が行われ、今年の当
番から翌年の当番へ「オトウ」
（御神体）が渡されました。
オトウは神棚に大切に安置さ
れ、また次の年へと受け継が
れていきます。　

　郷土博物館で「くらしのうつりかわり展～変わりゆく学び舎」を開催し
ています。小学校で行われている、「昔のくらし」の学習をより深く学べ
るよう、昭和初期から使われてきた氷冷蔵庫や炭火アイロンなどの生活道
具を「衣」、「食」、「住」のコーナーごと
に紹介しています。生活様式が目まぐ
るしく変わった昭和の時代。市内でも30
年代には住宅団地の造成が始まり、人口
が大幅に増加。私たちのくらしや学校
のあり方も移り変わっていきました。展示
は２月18日㈰まで。

　かるたには、いろは歌やことわざなど
を使ったさまざまなものがありますが、
ふるさとの情景などを詠んだ郷土かるた
もその一つ。１月14日、勝田台図書館で
開かれた子どもかるた大会では、八福神
や市の花・バラなどを描いた「八千代ふ
るさとかるた」を使用。幼児から小学５
年生までが参加し、年齢に関係なくみん
なで一緒に遊ぶことができました。

　本市出身、初の女子プロ野球選手
となる御山真悠さんが、１月18日に市
長を表敬訪問しました。
　小学３年生からお父さんがコーチ
をしている少年野球チームに入り、
野球を始めました。途中、ソフトボ
ールを選ぶ道もありましたが、野球
をやりたい気持ちが強かったことか
ら、中学校から大学まで硬式野球に
打ち込み、昨年６月、女子プロ野球
リーグの入団テストに合格。今シー
ズンから「愛知ディオーネ」でプレーすることが決まりました。リーグに
は他に３チーム（埼玉県に１チーム、京都府に２チーム）あり、３月21日
㈷にナゴヤドームでシーズン開幕。首都圏の球場で試合がある時は近くで
姿が見られそうです。
　御山さんは高津出身。両打ちの外野手で大学時代には左右両打席でホー
ムランを放ったこともある長打力と、女子の中でもトップクラスの強肩が
持ち味です。今後、大きな活躍が期待されています。

▲「シーズンを通してレギュラーに定着
　したい」と抱負を語りました

▲「どの枝を切ればいいのかしら」と相談中

　「児童福祉のために役
立ててください」と、ボランティアグループ
YACHIROCK様から小型プロジェクターを
寄贈していただきました。

ありがとう
ございました

▲勢いよく矢が放たれるたびに、見物客
　から「わっ」という歓声が上がりました

▲当時の学校で使用していた看板や校
　旗も展示。給食も再現されています

▲初めてかるたで遊んだ子も「またやって
みたい」とうれしそうに話していました
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